
セーフシティあつぎ推進条例の骨子に対する 

パブリックコメントの実施結果について 

 

１ 意見募集期間 

令和８年５月１日（金曜日）から令和８年６月１日（月曜日）まで 

 

２ 意見の件数等 

(1) 意見をいただいた人数   ６人 

(2) 意見の件数        ７件 

(3) 案に反映した意見の数   ０件 

 

３ 意見と市の考え方 

№ 意見の概要 市の考え方 反映したもの 

１ 条例の骨子について 

１ 

長年住んでおりますが、厚

木市は犯罪等の少ないセーフ

シティと考えています。骨子

を拝読し、推進に賛成します。

些細なことかもしれません

が、厚木シティプラザ前のタ

イルが破損し、つま先が引っ

かかり転倒した経験があり、

修復されるといいなと思いま

した。公道の通行の安全もセ

ーフシティ推進に含まれるの

であれば、この様なことを防

ぐことができるように期待し

ます。また、厚木市全体のセー

フティシティあつぎの推進

に、表彰制度が活きるのであ

れば、大変良いことと思いま

す。 

セーフシティあつぎでは、

市民が安心して安全に暮らす

ことができる地域社会の実現

を目指すことを目的として、

市・市民・関係団体等が一体と

なって取り組んでまいりま

す。 

タイルの破損につきまして

は、所管課に情報提供し、現場

確認を実施しました。現状で

は破損箇所の確認はできませ

んでしたが、修復が必要な箇

所がありましたら、今後も引

き続き、関係部署と連携して

対応してまいります。 

また、具体的な取組につい

ては、セーフシティあつぎ推

進基本計画を策定し、交通安

全も重点課題の一つに位置付

け、交通安全施設や道路交通

環境の整備にも取り組んでま

いります。 

さらに、安心安全の向上に

寄与する優れた取組を顕彰す

 



ることで、他の地域への広が

りや更なる活動の活性化を図

ってまいります。 

２ 

防災については何もやらな

いんですか？防災こそこうい

う仕組みでやったほうがいい

と思います。もしやるなら、ち

ゃんと条例に文字として防災

を入れてほしいです。 

本条例では、セーフシティ

あつぎの推進における基本理

念や方向性を定め、具体的な

取組については、セーフシテ

ィあつぎ推進基本計画を策定

し、総合的かつ計画的に実施

していきます。 

計画には、けが予防、交通安

全、治安向上と併せて、防災に

ついても重点課題として位置

づけ、取り組んでまいります。 

 

３ 

個人の権利を制約しない範

囲で、条例の制定は、必要で

す。しかし、ペットを飼ってる

人のマナーは、相変わらず悪

いてすね。 

本条例では、市民の役割と

して、セーフシティあつぎに

対する理解を深め、その取組

に参加・協力するよう努める

ことを規定し、自主的な活動

の促進を図ります。 

ペットの飼い主のマナーに

対する御意見につきまして

は、所管課と情報共有させて

いただきます。 

 



２ 施策について 

４ 

各地区、防犯カメラの設置

して欲しい 

具体的な取組につきまして

は、条例に基づく基本計画を

策定する際の参考にさせてい

ただきます。 

なお、本市では、見守りシス

テム整備事業として、市内公

共施設に防犯カメラの設置を

進めています。 

また、自治会等の防犯活動

団体が設置する防犯カメラの

設置に係る費用の一部を補助

し、地域防犯力の向上を図っ

ています。 

 

５ 

セーフコミュニティから、

言い回しが変わるのは良いで

すが。安心安全を前面に出し

ていますが、本当に安心安全

を謳うのならば、本厚木駅か

ら 1 キロ圏内に防犯カメラを

電信柱間隔で設置して犯罪や

迷惑行為防止に取り組んでい

ただきたいと思います。 

具体的な取組につきまして

は、条例に基づく基本計画を

策定する際の参考にさせてい

ただきます。 

なお、本市では、市民を始

め、来街者を見守り、誰もが

安心して楽しむことができる

繁華街を実現するため、本厚

木駅周辺に、防犯カメラを 27

箇所、計 59 台設置していま

す。 

また、令和８年４月１日に

客引き行為等防止条例を改正

施行し、規制対象となる指定

営業に居酒屋やカラオケ店を

追加するなど、客引き行為等

に対する規制を強化しまし

た。 

引き続き、関係団体等と連

携して、本厚木駅周辺の環境

浄化に取り組んでまいりま

す。 

 



６ 

厚木一番街はスピーカーで

アナウンスしてもガラの悪い

のがたむろして気持ち悪いし

恥ずかしくて友人を招く事が

出来ない。風俗店が存在して

おり一つ残らず一掃して欲し

い。 

具体的な取組につきまして

は、条例に基づく基本計画を

策定する際の参考にさせてい

ただきます。 

なお、厚木一番街における

客引き対策の一つとして、関

係商店会が街路灯スピーカー

を設置し、通行人に対して、

客引き行為等への注意喚起や

路上喫煙の禁止を呼び掛けて

います。 

また、本市では、客引き行為

等対策として、月曜日から土

曜日まで（祝日を除く。）の午

後５時から午後11時までの時

間帯に、客引き行為等指導員

によるパトロールを実施して

います。 

風俗営業につきましては、

風俗営業等の規制及び業務の

適正化等に関する法律の規定

に従って、人的・場所的・設

備的条件を満たす営業者が都

道府県公安委員会の許可を受

けて営んでいます。 

不適切な営業方法を認知し

た場合には、市の責任や権限

の下で注意・指導を行い、ま

た、厚木警察署とも連携・協

力を密にして対処してまいり

ます。 

 



７ 

民間の力を借りるのはいい

ですが、それ以上に警察官に

よるパトロールを増やして欲

しい。警察官は大変になりま

すが特に金曜日から日曜日、

連休等人出が多くなる日の夜

間は常に居続けて欲しい。同

時に駐停車違反も取り締まり

して欲しい。駐停車違反の取

り締まりは民間の協力で進め

て欲しい。警察官のリソース

を使用するのはもったいない

ので。本厚木駅周辺にたむろ

する人の資金源の一つに風俗

店があるならそこをどうにか

しないと焼け石に水です。違

法でないなら問題ないですが

違法かどうか常に注視して下

さい。又今後増やさないよう

に公平性を考慮して条例を改

正して下さい。 

具体的な取組につきまして

は、条例に基づく基本計画を

策定する際の参考にさせてい

ただきます。 

なお、警察官によるパトロ

ールにつきましては、事案の

発生状況に応じて実施されて

おり、本厚木駅周辺地区にお

いては、本市と厚木警察署が

合同パトロールを定期的に実

施するなど、連携を図ってい

ます。 

さらに、本市では、客引き行

為等対策として、月曜日から

土曜日まで（祝日を除く。）の

午後５時から午後11時までの

時間帯に、客引き行為等指導

員によるパトロールを実施し

ています。 

駐停車違反につきまして

は、厚木警察署では、民間委託

による駐車監視員を導入し、

放置車両の取締りを行ってい

ます。 

風俗営業につきましては、

風俗営業等の規制及び業務の

適正化等に関する法律の規定

に従って、人的・場所的・設

備的条件を満たす営業者が都

道府県公安委員会の許可を受

けて営んでいます。 

不適切な営業方法を認知し

た場合には、市の責任や権限

の下で注意・指導を行い、ま

た、厚木警察署とも連携・協

力を密にして対処してまいり

ます。 

 



４ お問合せ先 

(1) 担当課名 くらし交通安全課 

(2) 連絡先  046-225-2148 

 

５ 結果公開日 

令和８年７月１日 公開 



セーフシティあつぎ推進条例の骨子 

 
１ 目的 

この条例は、セーフシティあつぎの推進に関する基本理念
を定め、並びに市、市民及び関係団体等の役割等を明らかに
するとともに、けが、交通事故、犯罪等の防止に必要な事項
を定めることにより、もって市民が安心して安全に暮らすこ
とができる地域社会（以下「安心安全な地域社会」という。）
の実現に寄与することを目的とします。 

２ 定義 
本条例における用語の定義を定めます。 

(1) セーフシティあつぎ 
市、市民及び関係団体等が一体となって、けが、交通事

故、犯罪等を防止するための取組を連携して展開し、安心
安全な地域社会の実現を目指す活動の総称をいいます。 

(2) 関係団体等 
地域団体、事業者、教育機関、医療機関、警察その他の

安心安全に関する活動を行う団体又は機関をいいます。 

３ 基本理念 
セーフシティあつぎは、市民協働の精神の下、客観的事実

及び科学的根拠に基づく実効性のある取組を行うことによ
り推進されなければならないものとします。 

４ 市の責務 
市は、セーフシティあつぎの推進を図るため、次に掲げる

責務を有するものとします。 
(1) 地域の特性及び関係団体等の多様な知見をいかした取

組を推進すること。 
(2) 安心安全な地域社会の実現に資する情報の収集及び発

信を行い、セーフシティあつぎに対する市民及び関係団体
等の理解及び関心の向上を図ること。 

５ 市民の役割 
(1) 市民は、セーフシティあつぎに対する理解を深めるとと

もに、その取組に参加し、又は協力するよう努めるものと
します。 

(2) 市民は、日常生活において本人及び周囲の安全の確保に
努めるものとします。 

６ 関係団体等の役割 
(1) 関係団体等は、セーフシティあつぎの推進のため

の情報提供及び助言を行うことにより、地域の安心
安全の向上に寄与するよう努めるものとします。 

(2) 関係団体等は、その専門性及び社会資源をいかし、
それぞれの活動分野においてセーフシティあつぎの
取組に協力するよう努めるものとします。 

７ セーフシティあつぎ推進基本計画 
市長は、セーフシティあつぎを総合的かつ計画的に

実施するため、セーフシティあつぎの推進に関する基
本的な計画を策定しなければならないものとします。 

８ 人材の育成 
市は、セーフシティあつぎの推進を図るため、セー

フシティあつぎの推進を担う人材の育成に関する研修
の実施その他必要な取組を行うものとします。 

９ 市民及び関係団体等に対する支援 
市は、市民又は関係団体等が行うセーフシティあつ

ぎの推進に資する自主的な活動の促進を図るため、情
報の提供その他必要な支援を行うものとします。 

10 推進組織 
市は、セーフシティあつぎの推進のために必要な組

織を設けることができるものとします。 

11 推進地区の指定 
市は、セーフシティあつぎを重点的に推進する地区

を指定することができるものとします。 

12 評価等 
(1) 市長は、５年を超えない期間ごとに、この条例の

運用状況を評価し、その結果に基づき必要に応じた
措置を講ずるものとします。 

(2) 市長は、評価した結果を公表するものとします。 

13 表彰 

(1) 市長は、セーフシティあつぎの推進に関し、顕著
な功績があり、又は優良な取組を行った個人又は団
体を表彰することができるものとします。 

(2) 表彰は、顕著な功績又は優良な取組を賞揚し、それら
を普及させることで、セーフシティあつぎの一層の発展
に資することを目的として行うものとします。 

14 セーフシティあつぎ推進旬間 

(1) 市は、市民及び関係団体等の理解及び関心を高め、
セーフシティあつぎを広く周知するため、毎年 11 月
１日から同月10日までをセーフシティあつぎ推進旬
間と定めるものとします。 

(2) 市は、セーフシティあつぎ推進旬間において、市民及
び関係団体等と協働し、地域の安心安全のための活動を
市内全域で展開するよう努めるものとします。 

15 委任 

この条例に定めるもののほか、この条例の施行につ
いて必要な事項は、市長が別に定めるものとします。 

16 条例の施行日 

この条例は、令和８年11月４日から施行します。(予定) 

17 その他 
(1) 厚木市セーフコミュニティ推進条例（平成 24 年厚

木市条例第 18 号）は、廃止します。 
(2) 厚木市セーフコミュニティ推進条例に規定するセ

ーフコミュニティ推進委員会の廃止に伴い、厚木市
非常勤特別職員の報酬及び費用弁償に関する条例
（昭和 43 年厚木市条例第 16 号）に規定する当該委
員会に関する事項について、必要な改正を行います。 

(3) 次の市条例に規定する「セーフコミュニティ」を
「セーフシティあつぎ」に改めます。 
ア 厚木市部設置条例 
（昭和 47 年厚木市条例第 18 号）第２条第６号カ 
イ 厚木市自転車安全利用促進条例 
（平成 24 年厚木市条例第 27 号）第１条 
ウ 厚木市子ども育成条例 
（平成 24 年厚木市条例第 31 号）第 13 条第２項 
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市民交流部 くらし交通安全課 

 

 

 



Ⅰ 条例制定の背景と考え方について 

 

１ 条例制定の背景 

本市では、平成 20 年の取組開始から 17 年間にわたり、世界保健機関（以下、

「ＷＨＯ」という。）が推奨するセーフコミュニティ国際認証を基盤として、安心安

全なまちづくりを推進してまいりました。 

しかし、平成 27 年にＷＨＯとの協定によるセーフコミュニティ協働センターが

閉鎖され、新たに立ち上げられたＮＧＯ団体「国際セーフコミュニティ認証センタ

ー」が行っているセーフコミュニティ国際認証は、現在、ＷＨＯとの関係を裏付け

るものはありません。 

このような状況の中、国内でセーフコミュニティ国際認証を継続する自治体は、

ピーク時の 17 自治体から令和７年８月末時点で 10 自治体に減少し、認証期間が

満了した自治体の多くはセーフコミュニティ活動を従来の行政体制へと移行させて

います。 

本市においては、国際認証の取得は継続しないものの、客観的な評価体制に基づ

く活動を継続します。そして、活動の幅をコミュニティからシティへと広げて「市

全体での安心安全なまちづくり」を目指すため、本市独自の地域性に合った活動名

称として「セーフシティあつぎ」へ発展的に変更します。 

 

２ 条例制定の考え方 

新たに「セーフシティあつぎ」として活動を行うに当たり、基本的な理念、推進

体制及び評価の仕組みを明確に定めることを目的として、新たに条例を制定するも

のです。 

現行の厚木市セーフコミュニティ推進条例で掲げる市民協働による活動を継承

し、さらに、市民・行政に加え、関係団体・企業等と連携することにより、市全体

で安心安全なまちづくりを目指します。時代の変化に伴う課題の複雑化・多様性に

対応するため、従来の事故・けがだけでなく、交通事故、犯罪等の地域の安心安全

に関わる課題を網羅し、客観的事実及び科学的根拠に基づいた活動を条例に位置づ

けることにより、有用な取組の推進を確立します。 

なお、厚木市セーフコミュニティ推進条例を廃止して、新条例を制定します。 

 

３ 条例制定のスケジュール 

令和８年５月～６月  条例の骨子（案）に対するパブリックコメント 

令和８年９月     ９月定例会議に条例案を上程 

令和８年 11 月４日  条例施行（予定） 

 

  



Ⅱ セーフシティあつぎ推進条例の骨子（案） 

 

１ 条例の題名 

  セーフシティあつぎ推進条例 

  

【市の考え方】 

この条例の名称は、市、市民及び関係団体等が一体となって、さまざまな地域社会

の課題に対し、市全体で対応する取組を進めることを意味しています。「あつぎ」と表

記することで、市民に親しみやすさを持たせ、市民の絆を重視し、安心安全な地域社

会を築くという意義が込められています。「推進条例」という表現は、実効性のある取

組を継続的に進めるための枠組みであることを示すものです。 

 

 

２ 目的 

この条例は、セーフシティあつぎの推進に関する基本理念を定め、並びに市、市民

及び関係団体等の役割等を明らかにするとともに、けが、交通事故、犯罪等の防止に

必要な事項を定めることにより、もって市民が安心して安全に暮らすことができる地

域社会（以下「安心安全な地域社会」という。）の実現に寄与することを目的としま

す。 

 

【市の考え方】 

この条例は、セーフシティあつぎの推進に関する基本理念を定め、市、市民、関係

団体等の役割を明確にし、けが、交通事故、犯罪などを防止するために必要な事項を

規定し、市民が安心して安全に暮らすことができる地域社会の実現を目指すもので

す。 

重要なのは、安全対策が一過性のものでなく、持続的に実施されることです。さま

ざまな地域課題について、市、市民及び関係団体等が一体となり、市全体で協力して

取り組むことが不可欠です。一丸となって取り組むことで、より強固で持続可能な安

心安全な地域社会を築くことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３ 定義 

 本条例における用語の定義を定めます。 

(1) セーフシティあつぎ 

市、市民及び関係団体等が一体となって、けが、交通事故、犯罪等を防止するため

の取組を連携して展開し、安心安全な地域社会の実現を目指す活動の総称をいいます。 

(2) 関係団体等 

 地域団体、事業者、教育機関、医療機関、警察その他の安心安全に関する活動を行

う団体又は機関をいいます。 

 

【市の考え方】 

条文において使用される特定の用語の意義を明確にし、理解の統一を図り、誤解を

避けることが目的です。  

（1）｢セーフシティあつぎ｣とは、市、市民及び関係団体等が一体となって、けが、

交通事故、犯罪等を防止するために連携して行う活動全般を指します。これは、

安心安全な地域社会を実現するための取組であり、各主体がそれぞれの役割を果

たしながら推進するものです。 

(2) ｢関係団体等｣とは、地域社会の安心安全に関わる活動を行う団体や機関を指し

ます。具体的には、地域団体、事業者、教育機関、医療機関、警察などです。  

 

 

４ 基本理念 

 セーフシティあつぎは、市民協働の精神の下、客観的事実及び科学的根拠に基づく

実効性のある取組を行うことにより推進されなければならないものとします。 

 

【市の考え方】 

セーフシティあつぎの推進に関する基本的な考え方を示し、実効性のある取組を行

うための基本的な方針を定めています。 

(1) ｢市民協働の精神｣とは、行政だけでなく、市民や関係団体等が一体となって協

力し、地域全体の安全を確保するために共に活動する姿勢を意味します。 

(2) 「客観的事実」とは、交通事故の発生場所や刑法犯認知件数などの定量的なデー

タがこれに当たります。また、住民の治安に対する意識や安全感といった定性的

なデータも含まれます。 

(3) 「科学的根拠」とは、実証されたデータや専門家の意見に基づく知見のことを指

します。過去の犯罪防止策や安全対策の効果を測定した施策後の結果検証や信頼

性のある意識調査などが含まれます。 

 

 

 

 

 



 

５ 市の責務 

市は、セーフシティあつぎの推進を図るため、次に掲げる責務を有するものとし

ます。 

(1) 地域の特性及び関係団体等の多様な知見をいかした取組を推進すること。 

(2) 安心安全な地域社会の実現に資する情報の収集及び発信を行い、セーフシティ

あつぎに対する市民及び関係団体等の理解及び関心の向上を図ること。 

 

【市の考え方】 

市がセーフシティあつぎの推進において果たすべき責務を規定しています。市は、

安心安全な地域社会の実現に向けて、中心的な役割を担い、主体的に取組を推進しま

す。 

(1) 市は、市全体の特性を理解し、それに応じた具体的な取組を推進する責務を持っ

ています。市全体の安心安全を確保するためには、地域ごとのニーズを踏まえ、地

域特性に対応した施策を実施する必要があります。また、関係団体等の知見を活用

し、協力して取り組むことが重要です。 

(2) 市は、安心安全を確保するために必要な情報を収集し、市民や関係団体等に適    

切に発信する責務を持っています。これにより、市民や関係団体等の取組に対する

理解を深め、協力を促進します。 

 

 

６ 市民の役割 

(1) 市民は、セーフシティあつぎに対する理解を深めるとともに、その取組に参加し、

又は協力するよう努めるものとします。 

(2) 市民は、日常生活において本人及び周囲の安全の確保に努めるものとします。 

 

【市の考え方】 

市民がセーフシティあつぎの推進において果たすべき役割を規定しています。 

(1) 市民は、セーフシティあつぎに対して理解を深め、積極的に参加し、又は協力す

ることが求められます。市民一人一人の意識と行動が、地域全体の安心安全に大き

な影響を与えます。 

(2) 市民は、自らの安全を守ることに加え、周囲の安全を確保するための役割も担っ

ています。市民が地域の安心安全を守る意識を持ち、日常生活の中で積極的に行動

することで、犯罪の予防や事故の減少につながります。 

 

 

 

 

 

 

 



 

７ 関係団体等の役割 

(1) 関係団体等は、セーフシティあつぎの推進のための情報提供及び助言を行うこ

とにより、地域の安心安全の向上に寄与するよう努めるものとします。 

(2) 関係団体等は、その専門性及び社会資源をいかし、それぞれの活動分野におい

てセーフシティあつぎの取組に協力するよう努めるものとします。 

 

【市の考え方】 

 関係団体等がセーフシティあつぎの推進において果たすべき役割を規定していま

す。 

(1) 関係団体等は、地域における活動や専門的な知識及び経験を生かし、市、市民及

び地域団体等に対して安心安全に関する情報提供や助言を行うことにより、地域の

課題の把握や適切な対応につなげ、地域の安心安全の向上に寄与するよう努めるこ

とが求められます。 

(2) 関係団体等は、それぞれの専門性や資源を活用し、地域の安心安全の確保に協力

することが求められます。関係団体等の協力によって、地域の安全性が向上し、セ

ーフシティあつぎの推進がより効果的に進められます。 

 

 

８ セーフシティあつぎ推進基本計画 

市長は、セーフシティあつぎを総合的かつ計画的に実施するため、セーフシティ

あつぎの推進に関する基本的な計画を策定しなければならないものとします。 

 

【市の考え方】 

市長は、セーフシティあつぎを総合的かつ計画的に推進するための基本的な計画を

策定し、市全体で一貫した安心安全対策を実施する責務を負います。 

この計画により、市、市民及び関係団体等が一体となり、統一的な取組を進めるた

めの道筋が示されます。 

 

 

９ 人材の育成 

市は、セーフシティあつぎの推進を図るため、セーフシティあつぎの推進を担う

人材の育成に関する研修の実施その他必要な取組を行うものとします。 

 

【市の考え方】 

セーフシティあつぎの推進に必要な知識や技能を持った人材を育成することを規定

しています。市は、推進活動を担う人材を対象に研修などの機会を提供し、その能力

を高めていく責務を負います。 

 

 

 



 

10 市民及び関係団体等に対する支援 

 市は、市民又は関係団体等が行うセーフシティあつぎの推進に資する自主的な活

動の促進を図るため、情報の提供その他必要な支援を行うものとします。 

 

【市の考え方】 

市民や関係団体等がセーフシティあつぎの推進に参加するために、市が必要な支援

を行うことを規定しています。これにより、市民や関係団体等の自発的な安全対策を

促進し、社会全体での協力体制が強化されます。 

 

 

11 推進組織 

市は、セーフシティあつぎの推進のために必要な組織を設けることができるもの

とします。 

 

【市の考え方】 

セーフシティあつぎを効果的に進めるために、市が必要な組織を設置し、情報共有

及び意見交換の場を提供することを規定しています。この組織は、地域の安心安全に

関する取組を一貫して推進する役割を担います。 

 

 

12 推進地区の指定 

 市は、セーフシティあつぎを重点的に推進する地区を指定することができるもの

とします。 

 

【市の考え方】 

セーフシティあつぎを推進していくために、重点的に推進する地区を市が指定する

ことを規定しています。その指定により、地域ごとの特性に応じた安全対策を強化

し、効果的にセーフシティあつぎを進めることを目的としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

13 評価等 

(1) 市長は、５年を超えない期間ごとに、この条例の運用状況を評価し、その結果

に基づき必要に応じた措置を講ずるものとします。 

(2) 市長は、評価した結果を公表するものとします。 

 

【市の考え方】 

セーフシティあつぎの取組がどのように進行しているかを定期的に評価し、その結

果に基づいて必要な措置を講ずることを規定しています。 

(1) 市長は、セーフシティあつぎの運用状況を定期的に評価し、その結果に基づいて

必要な措置を講じる責務を負っています。評価は、５年を超えない期間ごとに実施

することを規定しています。 

(2) 市長は、その結果を公表し、今後の取組に活かすための具体的な措置を講じま

す。評価と改善を繰り返すことで、セーフシティあつぎの実効性を高め、安心安全

な地域社会の実現を目指します。 

 

 

14 表彰 

(1) 市長は、セーフシティあつぎの推進に関し、顕著な功績があり、又は優良な取

組を行った個人又は団体を表彰することができるものとします。 

(2) 表彰は、顕著な功績又は優良な取組を賞揚し、それらを普及させることで、セ

ーフシティあつぎの一層の発展に資することを目的として行うものとします。 

 

【市の考え方】 

市長は、セーフシティあつぎの推進において特に優れた成果を上げた個人や団体を

表彰することを規定しています。表彰を通じて、地域社会の安全対策への積極的な参

加を促し、更なる取組を推進します。 

(1) 顕著な功績があり、又は優良な取組を行った個人や団体が表彰の対象となりま

す。市が公正に表彰対象者を選定することで、市民及び関係団体等の積極的な参加

を促進します。 

(2) 表彰は市が公式に行い、その結果は広く市民に公表します。公表によって、安全

対策の重要性が再認識され、市民及び関係団体等の積極的な参加が促されることが

期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

15 セーフシティあつぎ推進旬間 

(1) 市は、市民及び関係団体等の理解及び関心を高め、セーフシティあつぎを広く

周知するため、毎年 11 月１日から同月 10 日までをセーフシティあつぎ推進旬間

と定めるものとします。 

(2) 市は、セーフシティあつぎ推進旬間において、市民及び関係団体等と協働し、

地域の安心安全のための活動を市内全域で展開するよう努めるものとします。 

 

【市の考え方】 

セーフシティあつぎ推進旬間は、市民及び関係団体等のセーフシティあつぎの取組

に対する理解と関心を高めるとともに、地域全体で安心安全の取組を推進する機運を

醸成するために定めます。また、期間については、１週間では短く、１か月間では長

いことから、10 日間の旬間として設定しています。 

(1) 市は、毎年 11 月 1 日から 10 日までを「セーフシティあつぎ推進旬間」と定め、

市民や関係団体等に対して、セーフシティあつぎを広く周知します。 

(2) セーフシティあつぎ推進旬間には、市は、市民及び関係団体等と協力して安心安

全に関する活動を市内全域で展開するよう努めることが求められます。この活動に

より、市全体での安全対策が強化され、市民及び関係団体等の参加意識が向上し、

地域の安全性を更に高めていきます。 

 

 

16 委任 

この条例に定めるもののほか、この条例の施行について必要な事項は、市長が別

に定めるものとします。 

 

【市の考え方】 

この条文は、条例に定めるもののほか、セーフシティあつぎの施行に必要な詳細な

事項について、市長が別途定めることを規定しています。これにより、条例の内容を

実現するために必要な規則や指針を適切に設定します。 

 

 

17 条例の施行日 

この条例は、令和８年 11 月４日から施行します。（予定） 

 

【市の考え方】 

この条例の施行日は、令和８年 11 月４日としています。これまで取り組んできたセ

ーフコミュニティの国際認証の期限が令和８年 11 月３日で満了することを踏まえ、翌

日の 11 月４日から新たな枠組みによる取組を開始するためです。 

 

 

 



 

 

18 その他  

(1) 厚木市セーフコミュニティ推進条例（平成 24 年厚木市条例第 18 号）は、廃止

します。 

(2) 厚木市セーフコミュニティ推進条例に規定するセーフコミュニティ推進委員会

の廃止に伴い、厚木市非常勤特別職員の報酬及び費用弁償に関する条例（昭和 43

年厚木市条例第 16 号）に規定する当該委員会に関する事項について、必要な改正

を行います。 

(3) 次の市条例に規定する「セーフコミュニティ」を「セーフシティあつぎ」に改

めます。 

ア 厚木市部設置条例（昭和 47 年厚木市条例第 18 号）第２条第６号カ 

イ 厚木市自転車安全利用促進条例（平成 24 年厚木市条例第 27 号）第１条 

ウ 厚木市子ども育成条例（平成 24 年厚木市条例第 31 号）第 13 条第２項 

 

【市の考え方】 

本条例の施行に伴い、関連する他の市条例の廃止及び改正に関する事項を定めてい

ます。 

(1) 廃止される条例  

「厚木市セーフコミュニティ推進条例」は廃止され、セーフシティあつぎ推進条

例が新たな枠組みとして適用されます。 

(2) 厚木市非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 

特定の条例で報酬規定の番号を変更し、繰り上げるなどの調整が行われます。 

(3) その他の条例改正 

「セーフコミュニティ」に関連する表現を「セーフシティあつぎ」に変更するこ

とを規定しています。これにより、関連条例が新しい枠組みに沿って整備されま

す。 


